
1 
 

資料１ 
委員長提出資料 

 

復興推進委員会 福島県における現地調査について 

 

実施日： 平成２４年４月２７日 

訪問先： 福島県庁、南相馬市、飯舘村役場飯野出張所（福島市） 

参加者： 五百旗頭委員長、飯尾委員、牛尾委員、清原委員、重川委員、星委員、横山委員 

行  程： 

○福島県庁 

・意見交換 

（先方出席者）佐藤福島県知事、内堀福島県副知事他 

○南相馬市 

・意見交換 

（先方出席者）桜井南相馬市長他 

・現地視察（小高区役所、小高浄化センター、小高排水機場） 

○飯舘村飯野出張所 

        ・意見交換 

         （先方出席者）菅野飯舘村長他 

 

主な内容： 

・ 福島県から復興における除染の重要性を強調された。関連して、関係団体から放射性

物質の基準値が 500 ベクレルから 100 ベクレルに下がったことに伴う影響や、避難生活

の長期化により、二重生活等に伴う被害者の負担増への配慮を求める声があった。 

 

・ 南相馬市では、避難指示解除準備区域を視察。市から帰還支援に関する問題として居

住施設不足を指摘された。また、災害によるがれきを人工の丘として有効活用する構想

など、地元発意の取組も紹介された。 

 

・ 飯舘村については、福島市の飯野出張所にある仮役場にて意見交換を実施。飯舘村の

コミュニティの結束を維持する取組を紹介された。 
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復興推進委員会 宮城県における現地調査について 

 

 

実施日： 平成２４年５月１５日 

訪問先： 宮城県庁、石巻市、南三陸町 

参加者： 五百旗頭委員長、牛尾委員、岡本委員、清原委員、重川委員、星委員、 

堀田委員、横山委員 

行  程： 

○宮城県庁 

・意見交換 

（先方出席者）村井宮城県知事、三浦宮城県副知事他 

○石巻市 

・意見交換 

（先方出席者）亀山石巻市長他 

・現地視察（石巻漁港・仮設焼却施設） 

○南三陸町 

・意見交換 

（先方出席者）佐藤南三陸町長他 

・現地視察（志津川中学校・南三陸町さんさん商店街） 

 

主な内容： 

・ 宮城県から復旧・復興の実施上の課題として、被災自治体でのマンパワー確保に対す

る要望や、南三陸町からかさ上げ等を行う際の補助要件に対し、国に柔軟な対応を要

望する声が寄せられた。 

 

・ 石巻市では、漁港の応急復旧や水産加工団地のかさ上げ事業の進捗について視察。

南三陸町では、高台移転の構想について説明を受けた。 

 

・ 石巻市では、火入れされたばかりの仮設焼却施設を視察。がれき処理の現場、進展具

合を確認した。 
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復興推進委員会 岩手県における現地調査について 

 

 

実施日： 平成２４年５月１６日 

訪問先： 岩手県庁、大船渡市、陸前高田市 

参加者： 五百旗頭委員長、牛尾委員、岡本委員、清原委員、堀田委員、横山委員 

行  程： 

 ○岩手県庁 

・意見交換 

（先方出席者）達増岩手県知事、上野岩手県副知事他 

○大船渡市 

・意見交換 

（先方出席者）角田大船渡副市長他 

            ・現地視察（長洞仮設住宅、大船渡魚市場） 

○陸前高田市役所 

・意見交換 

（先方出席者）久保田陸前高田副市長他 

         ・現地視察（沼田地区第二選別所） 

 

 

主な内容 

・ 岩手県から、高台移転するにしても、多重防御するにしても、地域住民の合意形成が重

要だということを説明された。また、漁港の復旧具合に対し、漁船の確保が一部遅れて

いるという課題も指摘された。 

 

・ 大船渡市では、仮設住宅を視察し、居住者や北上市から委託を受けた支援団体の代表

者と意見交換を実施。住民から長期に渡る仮設暮らしでは、高齢者の方の健康問題

や、コミュニティとしてのつながりが課題となっていることを指摘された。 

 

・ 陸前高田市では、被災地応援支援ファンドの実態や、他の自治体からの職員応援派遣

について説明を受けた。 

 


